
商業簿記Ⅱ

【第９回】

テーマ４債権・債務の会計処理

テーマ５ 有価証券①



最初に、「債権」「債務」とは何か？調べてみましょう。

債権とはなにか？

債務となにか？

テーマ４：テキストP66・76

次に、「債務の保証」とは何か？調べてみましょう。

保証人とはなにか？

連帯保証人とななにか？

テーマ４：テキストP 81

催告の抗弁権を有するかどうか
検索の抗弁権を有するかどうか



債権（権利）・債務（義務）関係の処理は

「勘定」と「勘定科目」の２つで理解する！

債 権 債 務

勘 定 資産の勘定 負債の勘定

勘定
科目

ツケによる取引 売掛金(P30） 買掛金(P30）

クレジット取引 クレジット売掛金（P66） なし

手形取引 受取手形（（P67） 支払手形（（P67）

固定資産等で
手形取引

営業外受取手形（P74） 営業外支払手形（（P75）

電子記録 電子記録債権（P77） 電子記録債務（P77）



１．債権・債務の一連の仕訳を書き出してみよう(P66～73）

会計処理方法
①対価は現金で受け取った ②対価は売掛金とした場合

借方 貸方 借方 貸方

【期首】
再振替仕訳

【期中】
期中仕訳

⑴販売したとき

【期中】
⑵回収した時

＜仕訳例の金額＞仕訳は三分法

商品300,000円を販売した。代金については、下記の①と②とする。それぞれの
場合の仕訳を示してください。



１．債権・債務の一連の仕訳を書き出してみよう(P66～73）
＜仕訳例01と02の金額＞仕訳は三分法
商品300,000円を販売した。代金については、下記の③と④とする。それぞれの
場合の仕訳を示してください。

会計処理方法

①クレジット売掛金の仕訳
カード会社への手数料は１％

（P66）

②手形で受け取った場合の仕訳
（P67）

借方 貸方 借方 貸方

【期首】
再振替仕訳

【期中】
期中仕訳

⑴販売したとき

【期中】
⑵回収した時



２．債権・債務の一連の仕訳を書き出してみよう(P66～73）

会計処理方法

⑤商品30万円仕入れて、
手形を裏書譲渡した場合

（P68）

⑥手形を割引した場合
割引料は2000円とする。

（P71）

借方 貸方 借方 貸方

【期首】
再振替仕訳

【期中】
期中仕訳
⑵受取手形に
ついて

【期末】
決算整理仕訳

＜仕訳例03と06の金額の金額＞仕訳は三分法
仕訳例01・02の続きで、商品300,000円を販売し、受け取った④の受取手形について、
仮に回収していないとして、下記の⑤と⑥の処理を考えてください。



２．債権・債務の一連の仕訳を書き出してみよう(P66～73）

会計処理方法

⑤商品30万円仕入れて、
手形を裏書譲渡した場合

（P68）

⑥手形を割引した場合
割引料は2000円とする。

（P71）

借方 貸方 借方 貸方

【期首】
再振替仕訳

【期中】
期中仕訳
⑵受取手形に
ついて

【期末】
決算整理仕訳

＜仕訳例03と06の金額の金額＞仕訳は三分法
仕訳例01・02の続きで、商品300,000円を販売し、受け取った④の受取手形について、
仮に回収していないとして、下記の⑤と⑥の処理を考えてください。



もう一度、簿記の原理から「仕訳」を考えみよう！

純資産

純資産



複式（二式）簿記はこの８要素の組み合わせ！

「認識」と言います

純資産 純資産



勘 定

勘定科目

純資産 純資産



【取引例】三分法で仕訳を示してください。

① お客さんに商品120円を売上げ、代金は現金で受け取った。
② お客さんに商品120円を売上げ、代金は掛けとした。
③ お客さんに商品120円を売上げ、代金は手形で受け取った。

該当する科目を選ん
で○で囲んでくださ
い。

借方：資産の増加 貸方：収益の発生

勘定科目 金 額 勘定科目 金 額

①の場合の使用
する勘定科目は？

・現 金 ・売掛金
・受取手形・未収入金

・売上 ・商品売買益
・受取手数料

②の場合の使用
する勘定科目は？

・現 金 ・売掛金
・受取手形・未収入金

・売上 ・商品売買益
・受取手数料

③の場合の使用
する勘定科目は？

・現 金 ・売掛金
・受取手形・未収入金

・売上 ・商品売買益
・受取手数料



３．資産と負債について調べてみよう！

「売上」債権 「仕入」債務

⑴意味は何でしょうか？

⑵５つの勘定のどれに
分類されますか？

また、その理由は？

【５つの勘定】○をつけてください。

①資産、②負債、③純資産、
④収益、⑤費用

【５つの勘定】○をつけてください。

①資産、②負債、③純資産、
④収益、⑤費用

⑶そもそも５つに勘定
って何なんですか？

①資産ってなに？

②負債ってなに？

③純資産ってなに？

④収益ってなに？

⑤費用ってなに？
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財務会計の憲法

５つの勘定の定義について、

「概念フレームワーク」で調べてみよう！



【会計公準】
①企業実体②継続企業③貨幣評価

【会計観】
①資産負債アプローチ（BS中⼼観）
②収益費⽤アプローチ（PL中⼼観）

【財務会計概念フレームワーク】
財務報告の⽬的や概念など

【企業会計基準】
企業会計原則
⾦融商品に係る会計基準など

【実務対応指針など】
各種実務対応指針（具体的仕訳）
会社法計算書類規則など

上位概念

下位概念

会計基準の設定主体

国際会計基準審議会（IASB)
（IFRS：国際財務報告基準）

企業会計基準委員会（ASBJ）
（JGAAP：日本企業会計基準）

米国財務会計基準審議会（FASB）
（USGAAP：米国企業会計基準）

従来型：②収益費用アプローチ

企業会計原則による収益認識基準

新型：①資産負債アプローチ

収益認識に関する会計基準

コンバージェンス
（収斂）

「財務会計の」世界がどうなっているのかを知ろう！

簿記の仕訳 減損会計に係る会計基準企業会計原則による減価償却規定
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会計観：資産負債アプローチ（B/S中心）



＜有価証券の
範囲＞

有価証券２種類
会計処理方法

「 」 の仕訳（P84） 「 」 の仕訳（（P86〜88）

仕訳例の金額

＜設例５−１＞
⑴取得原価80,000で売買目的によ
り株式を取得（現金払い）
⑵売却は上記のうち41,000分の株
式を50,000で売った
⑶配当金を3,000受け取った

＜仕訳例03・04＞
⑴売買目的により、社債を購入額9,500、
手数料50で取得（自己振出小切手払い）
⑵9,550の社債を9,600で売却し、現金で
受け取った
⑶端数利息を540受け取った

借 方 貸 方 借 方 貸 方

【期首】
洗替仕訳
（（P 91・92)

【期中仕訳】
⑴購入したとき
⑵売却したとき
⑶配当・利息を受
け取ったとき
（P84~P89)

１．有価証券の期中における仕訳を書き出してみよう(P82～89  ）テーマ５：有価証券



【期⾸】
１⽉１⽇

【期末】
12⽉31⽇

【期中】

利払⽇
6⽉30⽇

利払⽇
12⽉31⽇

利払⽇
12⽉31⽇

債券を保有している⼈が受け取れ
る利息(６ヶ⽉分）

20,000×7.3%×6ヶ⽉／12ヶ⽉
=730

債券を保有している⼈が受け取れ
る利息(６ヶ⽉分）

20,000×7.3%×6ヶ⽉／12ヶ⽉
=730

売却⽇
11⽉12⽇

この分が売却したの
でもらえない！
20,000×7.3%×

135⽇／365⽇＝540

ここまで保有しないともらえない！

135⽇分

債券を買った⼈が
この分の利息を
⽀払う

債券を売った⼈が
この分の利息を
受け取る

売り⼿の仕訳

①現⾦19,400売買⽬的有価証券19,200
有価証券売却益200

②現⾦540 有価証券利息540

【テキストP88仕訳例０５】

【テキストP88仕訳例０５】

端数処理は自学習用に動画解説をご用意してます。

解説動画はこちら



＜上記仕訳例の金額の集計する＞

T勘定（総勘定元帳）を使って「株式の仕訳⑴〜⑶までの金額」を集計してみてください。

２．仕訳の金額を集計してみよう
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売買目的有価証券 有価証券売却益

株式の仕訳を集計（設例５−１を参照）

決算整理「前」残高試算表（一部）

× 年 3月31日

借方 勘定科目 貸方

売買目的有価証券

有 価 証 券 売 却 益

受 取 配 当 金

３． 決算整理に入る前に試算表を作成してみよう

受取配当金


